
 

 

 

 

 

１ 「魅力」の取組は，全職員で 

   

 

 

 

 

２ 学習指導と生徒指導の一体化 

 

 

 

 

 

 

 
   

魅力だより 
 

 
 

Ｒ５．10月 

高校教育課学校教育生徒指導班 

～子供の声を聴こう！これからの学校づくり～ 

 

２回目の PDCA となる２学期です。 

意識調査を実施した学校においては，「見積もり値」を立てて，２学期の取組を決めたことと思います。 

１２月の「意識調査」で，「強肯定評価」の値が高くなるよう，それぞれ話し合ったことをもとに，実践を積み

重ねてください。 

９月２１日（木）～２２日（金）に国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センターの髙橋総括研究官

による薩摩川内市モデル校区への実地調査がありました。 

今回は，そのときにモデル校区内の小学校で御指導していただいたことを中心に，お伝えします。 

  

No.３ 

生徒指導提要にもあるとおり発達支持的生徒指導は，「すべての児童生徒を対象に，すべて

の教職員がすべての教育活動において行う」とされています。発達支持的生徒指導を踏まえた

「魅力ある学校づくり」でも，管理職と実務担当者（生徒指導主任，研修係等）の連携と学校全

体での意識の共有が大切です。 

（共通言語：「全ての子供」・「居場所」・「絆」・「生徒指導の４つの視点」，「成長，発達を支える」・等） 

学年，教科，職の枠を超えて，全職員で取り組むことができる！ 

「全職員で子供を主語に，共通言語で語る職場に」 

 「学習指導と生徒指導の一体化」は，発達支持的生徒指導，魅力ある学校づくりを進める上

で，最も重要な取組です。「学習指導の中に，生徒指導が内在している」ことをいかに教師が

意識するか，それが大切です。 

 薩摩川内市では，全国学力・学習状況調査の問題を生徒指導の視点で捉え，今後望まれる

児童生徒の資質・能力，教師の関わりについて，市内の学校に伝えています。 

生徒指導の４つの視点で捉える。 

①自己存在感の感受への配慮  ②共感的な人間関係の育成 

③自己決定の場の提供       ④安全・安心な風土の醸成 

 

「子供と教師の意識のずれ」はなぜ

生まれたのか，また，どうすれば子供

に教師の思いが伝わり，子供の自己

肯定感の向上につながるのか。 

 

※薩摩川内市教育委員会作成資料より抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 不明な点，疑問があれば，いつでも連絡してください！ 

 
 各学校では，取組を進める中で，不明なことや疑問に思うことが出てくることと思います。ちょっとしたことで

も，どうぞお気軽にお尋ねください。（市町村教育委員会，各学校からでも大丈夫です。）  

【連絡先】高校教育課学校教育生徒指導班  

 

「良い授業には，必ず生徒指導が内在している。」 

 
 

２年生が話合いにチャレンジ 

モデルを示しながら，先生が優しく対話し

ながら教えています。子供たちのワクワク

した気持ちを表す真剣な眼差しが印象的。 

（生徒指導の視点②④） 

運動会のダンスの練習。振り付けの一部

は，子供たちが考えました。先生の温かい声

かけと笑顔で安心して，いきいきと表現する

子供たち。 （生徒指導の視点②③④） 

育英小学校 亀山小学校 

 

６年生社会。「答えが限定されないめあ

て」の設定（どのように～，なぜ～等），子

供たちが資料等を選択し，主体的にまとめ

たシートを提示して交流，「めあてに合致し

たまとめ，ふり返り」１時間の学びは生徒

指導にあふれ，主体的・対話的で深い学び

の実現が図られています。  

（生徒指導の視点①②③④） 

可愛小学校 

これまでも行われてきた取組を，生徒指導の４つの視点で捉え直した上で，価値付け，今後

は授業の中で，意識的に組み込むことがポイントです。 

３ とにかく，授業を変える！ 

髙橋先生より，特に「答えが限定されないめあて（目

標）」，「めあてと連動したまとめ，ふり返り」が重要とのこ

と。（教科の本質，自分の学びや成長を感じるためにも） 


